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超遠心を用いた HDL 分離の問題点 
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I．研究の概要 

 血中のコレステロールは主に、脂質と蛋白の複

合体である低比重リポ蛋白(LDL)と高比重リポ蛋

白(HDL)の 2 種類のリポ蛋白によって輸送され

ます。LDL は肝臓から末梢の細胞へ、HDL は末

梢の細胞から肝臓へコレステロールを運搬してい

ますが、LDL の一部は末梢での酸化ストレスに

より酸化 LDL となり、粥状動脈硬化症を引き起

こすことが知られており、これにより血管が詰ま

り、心筋梗塞などの重篤な心血管疾患を発症しま

す 1)。 

 一方、HDL には LDL を酸化から守る抗酸化作

用があり、粥状動脈硬化症に対して抑制的に働い

ています。粥状動脈硬化症予防のためには、LDL

と HDL のバランスが重要であり、現在の臨床検

査ではそれぞれのコレステロールを測定すること

で、粥状動脈硬化症のリスクを評価しています。

しかしながら、スタチンの投与によって LDL-C 

が低下し、HDL-C が上昇しても、依然として心

血管疾患の死亡率は高く、現在の臨床検査では粥

状動脈硬化症のリスクを正確には評価できてい

ません 2)｡ 

 そこで我々は粥状動脈硬化症のリスクをより正

確に評価するためには、HDL の量的な評価だけ

ではなく、HDL の抗粥状動脈硬化作用、すなわ

ち HDL の質的な評価が重要であると考え、HDL

の表面酵素の一つである Paraoxonase1(PON1)に

着目しました。PON1 は肝臓で合成され、血中で

はほとんどが HDL と結合して存在します。近年

マウスを用いた研究によって、PON1 は抗粥状

動脈硬化作用を持つ酵素であることが明らかに

されてきました 3, 4)。我々はこの PON 1 が HDL

の抗粥状動脈硬化作用に関与していると考え、

PON1 を評価することが HDL の質的な評価に繋

がるか検討していますが、従来の超遠心法による

HDL の分離では PON 1 が HDL から離脱してし

まうことを本学会で報告し、現在新たな HDL 分

離方法について検討しています。

II．受賞の感想 

 今回の発表は私にとって 2 回目の学会発表でし

た。最初の発表の際には、研究内容を制限時間内

に収めて話すのが精一杯で、あまり分かりやすい

発表はできていなかったように思います。そのた

め、今回の学会前には何度も練習し、発表に修正

を重ね、しっかり準備をして本番へ臨みました。

日々指導していただいている先生方や研究室のメ

ンバー、多くの方からアドバイスをいただけたこ

とが今回の受賞につながったのだと思っています。

本当にありがとうございました。
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III．将来への抱負 

 日々の研究生活の中で、自身のプレゼンテーシ

ョンを評価していただく機会はこれまでほとんど

ありませんでしたが、今回の受賞はこれからの発

表の場での自信に繋がりました。今後は研究内容

についても認めていただけるように、日々の研究

生活に精進していくとともに、よりよい発表がで

きますように努力していきたく思います。 

IV．そ の 他 

 本学会には今年初めて参加させていただきまし

た。様々な分野のお話を拝聴させていただくこと

ができ、プレゼンテーション以外にも私にとって

は本当に学ぶことの多い学会でした。研究分野以

外の多種多様なテーマのお話を興味深く聴くこと

ができたということもありますが、特に学会を通

じて私自身感じたことは「聴く力」の重要性です。

話し手が分かりやすいプレゼンテーションをする

ことも重要ではありますが、話し手が喋った内容

をすぐに理解し、論理を組み立てながら、話し手

のプレゼンテーションのポイントを抑える「聴く

力」について、私自身のこれからの課題であると

感じました。今後とも多くの学会・セミナー等に

参加し、私自身の「聴く力」も磨いていきたいで

す｡ 
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